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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000
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7x 3> hA—JLHUR (100 ng); £: HUR (10 ng); &: HU/R (50 ng); &F: HUR (100 ng);
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DNA結合タンパク質のロイシンジッパーファミリーに属する転写因子をコードしています。このタンパク質は、八量体回文構造であるcAMP応答性エレメントにホモ二量体として結合します。このタンパク質はいくつかのタンパク質キナーゼによってリン酸化され、cAMP経路のホルモン刺激に応答して遺伝子の転写を誘導します。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが生成されます。(RefSeq提供)
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	CREB1マウスmAbを用いたK562（1）、Jurkat（2）、L1210（3）、HEK293（4）、A431（5）、Hela（6）、Cos7（7）、PC-12（8）、およびNIH/3T3（9）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	CREB1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	CREB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト前立腺癌組織 (左) と顎下腺腫瘍組織 (右) の免疫組織化学分析。

